まをのために 

ソニー 製品は安全に充分配慮して設計されていま 
す。しかし、電気製品はずべて、まちびった使いか 
たをすると、火災や感電などにより人身事故になる 
ことびありを険でず。事故を防ぐために次のことを 
必ずお守りください。 

•まをのためのま意事 I 頁を守る 

この「安全のために」のミ主意事項をよくお読みく 
ださい。 

•定期的に点巧する 

1年に1固ま、 AC パワーアダプターのプラグ部と 
コンセントとの間にほこりげたまっていないか、 
故障したまま使用していないか、などを点検して 
<ださし、。 

•巧障した5ほわない 

動作びおかし<なった0、 AC パワーアダプター 
び破損しているのに気づいた5、すぐにお買い上 
げ店またはソニーサービス窓□に修理をご依頼< 
ださい。 


•万一、 異常が起をた5 


変な音•においび II 
した5、煙び出た目 



〇電源を切る 
〇 AC パワーアダプ 
夕一をコンセン 
卜か6巧< 

〇お買い上げ店ま 
たは ソニーサー 
ビス•客□に修理 
を®賴ずる 


A 警告 

A A 


下記のを意を守5ないと、 

义災•発熱•発 
义 • 感電にょ〇やけ 

どゃ大けびの原因となり 


運拓中は使用しない 

自動車の運転をしなび6へッ ド ホンを使用したり、 
細かい操作をしに0することは絶巧におやめくださ 
し)。交通事故の原因とな0ます。 


0 . 

禁止 



〇 


内部に化や異物を入れない 

水:や異物び入ると乂災や感電の原因となります。 
万一、水や異物び入ったとさは、すぐに使用を中止 
し、 AC パワーアダプターをコンセントか5抜い 
て、お買い上げ店または ソニーサービス 窓□にご相 
談ください。 


0 

禁止 



この製品を巧かで使用しない 

AC バワーアダプターは、日本国内専用です。 

交流100 V の電源でお使いください。巧外などで、 
異なる電源電圧で使用すると、火が-感電の原因と 
なります。 — A __ 




雷び鳴りだした6、電;厢プラグに触れない 

感電の原因となります。 



接触禁止 



指定なかの AC パワーアダプターを使わない 

破裂•液漏れや、過熱などによ0、火災、けびや周 
囲のミち損の原因となります。 


警告表示の意味 

取扱説明書及び製品では、次のよラな表示をして 
います。表示の内容をよく理解してか5本艾をお 
読みください。 

I A ^ この表示のま意事項を守らない 

I /へぉ陕 I と、火災•感電•破裂などにより 
死亡や大けびなどの人身事故げ生 
じます。 

A ' >+- この表ののま意事項を守! D ない 
目-口 I と、火災•感電などにより死亡や 
大けびなど人身事故の原因となり 
ます。 

A ぐん叫この表示のま意事項を守5ない 
/ へ;ム思 I と、感電やその他の事故によ 0 け 
びをした0周辺の家財に損害をち 
えたりすることびあ0ます。 


^ミ主意」 


を意を促す記号 I 行為を指示する記号 


乂災 感電 


つラグをコン 
セントから抜く 


行為を禁止する記号 

0 (S) ® 

禁止 分解禁止 接触禁止 

お買い上げ店、または ソニーサービス 窓□にお持ち 
になる際は、必ずへッドホンとトランス S ッターを 
一緒にお持ち < ださし、。 


^ミ主哥 


下記のミ主意を守6ないと、 
けがをしたり周辺の家財に 
} 貝胃を与えたりずることびあ 
りまず。 


めれた手で AC パワーアダプターをさわ 
6ない 

感電の原因となることびあります。 




接触禁止 



大音量で長時囲つヴけて聞ますぎない 

ちを刺激するよラな大さな音量で長時間つづけて聞 
くと、聴力に悪い影響を与えることがあ0ます。呼 
びかけ5れて返事びでをるく5いの音量で聞さま 


Q な 


禁止と持巧:^ 

はじめか6ボリユームを上げすぎない 

突然大きな音び出てちをいためることびあります。 
ボ U ユームは徐々に上げましょう。とくに、 MD 、 
CD や DAT など、雑音のかないデジタル機器を聞く 
とさにはごを意ください。 

かゆみなど違和感びあつた6ほわない 

使巧中、肌に合わないと感じたときは使用を中止し 
て医師またはお買い上げ店、 ソニーサービス 窓□に 
ご相談ください。 

通電中の AC パワーアダプターに長時囲 
ふれない 

長時間皮膚びふれたままになっていると、低温やけ 
どの原因となることがあ0ます。 

本がや AC パワーアダプターを巧団など 
でおおつたが態で使わない 

熱がこわってケースび変形した0、火災の原因とな 
ることがあ0ます。 


Q 

禁止 e 


• X . 



電池についての 
安を上のご注意 

お漏れ•破裂•巧熱.柴か こよる大け 

びや失明を避けるため、下記のま意事項を必ずお 

守りください。 

「么是权 I 巧電式電おについて 

•付属の充電式電池を他の機器に使用しない。この 
電池は本機専用です。 

• 機器の表示に含わせて©と©を正しく入れる。 

• 専用の充電器!;^がで充電しない。 

• 火の中に入れない。分解、加熱しない。 

• 火のそばや直射日光のあたるところ-炎天下の車 
中など、高温の場所で使用-保管-放置しない。 

• コイン、キ ー 、ネックレスなどの貴を属類と一緒 
に携帯•保管しない。ショートさせない。 

• が装のビニールチューブをはびした0傷つけた0 
しない。 

• 液漏れした電池は使わない。 

• 指定された種類!;(外の充電式電池は使用しない。 

• 使いさった電池は取0はずず。長時間使用しなし、 
とさち取0はずす。 

A 警告 1 巧電池について 

• 機器の表示に含わせて十と一を正しく入れる。 

• 充電しない。 

• 火の中に入れない。分解、加熱しない。 

• 火のそばや直射日光のあたるところ-炎天下の車 
中など、高温の場所で使用-保管-放置しない。 

• コイン、キ ー 、ネックレスなどの貴金属類と一緒 
に携帯•保管しない。ショートさせない。 

• が装のビニールチューブをはびした0傷つけたり 
しない。 

• 指定された種類!;(外の電池は使用しない。 

• 液漏れした電池は使わない。 


^注意 J 


• 使いをった電池は取0はずす。長時間使用しなし、 
とさわ取0はずす。 

お願い 

使用済み充電式電池は貴重な資源です。端テ（金属 
部分）にテープを貼るなどの処理をして、充電式電 
池 U サイクル協力店にご持参 < ださし、。 

液もれび起こったときは、電池入れについた液をよ 
くふさ取ってか5新しい電池を入れてください。 

を電池が源扇れしたとを 
巧電池の液び漏れたとをは素手で液を 
さわ6ない 

液び本体内部に残ることびあるため、ソニーの 
相談窓□またはソニーサービス窓□にご相談く 
ださい。 

液が目に入ったときは、失明の原因になること 
があるので目をこす5ず、すぐに水道水などの 
きれいな水で充分洗い、ただちに医師の治療を 
受けて < ださし、。 

液が身体やを服についたとさち、やけどやけび 
の原因になるので、すぐにきれいな水で洗い流 
し、皮膚に炎症やけがの症状びあるときには医 
師に相談してくださし、。 

そのとさに異常がな<てを、液の化学変化によ 
り、時間びたってか5症状が出てくることちあ 
0ます。 


曰本国巧での巧電式電池の廃棄 
にごいて 


鶴 

Ni-MH 


ニッケル水素電池は、リヴイク 
ルでさます。不要になったニッ 
ケル水素電池は、金属部にセ □ 
ノ V ンテープなどの絶縁テープを 
貼って充電式電池 U サイクル協 
力店へお持ち < ださい。 


充電式電池の回収- U サイクルおよびリサイクル協 
力店については 

社団法人電池工業尝ホームページ 
http :// www . baj . or . jp / を参照してください。 


SONY* 


3-248-361-06 m 


まな仕様 

-般仕様 

変調方式 周波数変調 

搬送波周波数 ちチャンネル 2.8 MHz 

左チャンネル 2.3 MHz 
周波数特性 18〜22,0日日 Hz 

トランスミッター TMR - IF 240 R 

電源 DC 9 V (付属の AC ノ くワーアダプターを 

使用） 

音声入力端子 ピンジャック/ステレオミニジャック 

最大外形寸法 約 154 x 78 X 日9 mm 

(幅盾さ/奥行き） 

質量 約11日 g 

へッドホン MDR - IF 240 R 

電源 付属の充電式ニッケ j レ水素電池 

BP - HP 550 

または、別売りの単4形乾電池 
質量 約12日 g (付属の充電式ニッケル水素電 

池含む） 

付属品 

AC パワーアダプター（1)、接続コード（約1 m 、 ステレオ 
ミニプラグ X 1 林ピンプラグ X 2) (1)、充電式ニッケル 
水素電池 BP - HP 5 日0ほ50 mAh min ) (1)、プラグアダ 
プター（ステレオミニジャック冷ステレオ標準プラグ） 
(1)、取扱説明書（1)、ソニーご相談窓□のご案内（1)、 
保証書 （1) 

別売りアクセサリー 

• ステレオ S ニジャックの LINE OUT 端子につなざたいと 
を 

接続]-ド RK - G 136(1 .己 m 、 ステレオミニプラグ X 1 冷 
ステレオ S ニプラグ X1) 

•付属の接続コードをイヤホン端子につないで、ちチャン 
ネルの音びでないとさ 

プラグアダプター PC -23 目 MS (ステレオミニジャック片> 
モノラル S ニプラグ） 

•付属のプラグアダプターをなくしてしまったとさ 
プラグアダプター PC -234 S (ステレオミニジャック林 
ステレオ標準プラグ） 

• 付属の接続コードをな< してしまったとを 
接続コード RK - G 129(1.5 m 、 ステレオミニプラグ X 1 林 
ピンプラグX 2) 


u — ドレスステレオ 
ベッドホンシステム 


取扱説明書 

お買い上げいただをありびと5ございまず。 

敬化 I 電気製品はま全のためのを意事項を守らない 
S 口 1と、乂災や人身事故になることびあります。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要なミ主意事項と製品 
の取り扱いかたをおしています。 この取扱説明書をよくお読み 
のラえ、 製品を安全にお使いください。お読みになったあと 
は、いつでも見られるところに必ずな管してください。 


MDR - IF240RK 

©2002 Sony Corporation Printed in Malaysia 


本機の仕様およびが観は、改良のため予告なく変更するこ 
とびありますび、ご了承ください。 

111111111111111111111 

*324836106* (1) 


巧証書とアフターサービス 

保証書 

• この製品には保証書び添付されていますので、 
お買い上げの際お買い上げ店でお受け取りくだ 
さぃ。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラ 
え、大切に保をしてください。 

• 保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

アフターサービス 

調子び悪いとをはまずチェックを 

この説明書をちラー度ご覧に なって お調べくださ 
い。 

それでも具合の悪いときはサービスへ 

お買い上げ店、または添付の「ソニーご相談窓□の 
ご案内」にあるおおくの ソニーサービス 窓□にご相 
談ください。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていたださま 
ず。詳しくは保証書をご賣<ださい。 

保話期間経過後の修理は 

修理によって機能げ維持できる場合は、ご要望によ 
0有料修理させていただきます。 

部品の保有期間について 

当社ではコードレスステレオへッドホンシステムの 
補修用性能部品（製品の機能を維持するために必要 
な部品）を、製造打ち切0後6年間保有していま 
す。この部品保有期間を修理可能の期間とさせてい 
ただきます。保有期間び経過したあとも、故障箇所 
によっては修理可能の場をびあ0ますので、お買い 
上げ底または ソニーサービス 窓□にご相談くださ 
い。 


まな特長 

本機は赤外線を使用したコードレスステレオヘッド 
ホンシステムです。トランスミッターをへッドホン 
端子、または音声出力端子のあるテレビやオーディ 
才機器に接続するだけで、ヘッドホンコードにわず 
5わされることなく、手軽にお使いいただけます。 

• 外来ノイズなどの影響を受けにくい赤外線を利 
用した、コードレスステレオへッドホンシステム 
• へッ ドホンをトランスミッターにのせるだけの 
簡単充電方式 

• 最大7 m までの広いホ外線到達範囲 
• ヘッドバンドの長さの調節び不要のフ U —ア 
ジャスト機構を採用 

• ドホンの左ちの音量を連動して調整できる 

V 0 L つまみ 

• へッドホンは、充電式ニッケル水素電池（付属） 
または単4お乾電池（別売 0) のどち5でわ使巧 
巧能 


まず充電を！ 

へッドホンを付属の充電式ニッケル水素電池でご使 
巧になるとさ、お買い上げ時には充電されていませ 
ん。お使いになる前に、必ず充電を行ってくださ 
い。充電のしかたは、裏面の「付属の充電式ニッケ 
ル水素電池を充電する」をご覧< ださい。 

ごま意 

CE マークはおもに EEA ( Eu「opean Economic 
Area ) 香国など、法律で定め5れている国において 
のみ有効です。 


ホか線方式について 

トランスミッターか5の赤が線の届く範囲はおおよ 
そ下図のとお0です。 



• このシステムは赤外線を使用しているため、上図の範囲 
内であってちトランス S ッターから離れるにしたびっ 
て、雑音び増えます。また、ホが線びさえぎられた場合 
は音がとざれたり、雑音び入ることびあります。これら 
の現象はホが線の特性によるちので、故障ではありませ 
ん /。 

• 赤外線受光部を手や髪でおおわないでください。 

• トランスミッターはヘッドホンに対して前方、後ち、横 
方向に置いてもへッドホンをお使いになる位置び図の範 
囲巧であればお使いになれます。 

• トランス S ッターの位置やお使いになる場巧の状況によ 
り聞こえかたび異なります。なるベ<聞こえやすい位置 
でお使いになることをおすすめします。 

• 直射曰光などの強い光線の下で使わないでください。音 
びとぎれる場合びあります。 

• プラズマディスプレイからの光の影響を受け、ご使用で 
きない場合びあります。 


よくあるお問い合わせ、窓□受付時間などはホームページをごミ舌用 < ださい。 


http://www.sony.co.jp/support 


1 巧い方相談な口 1 


フリーダイヤル 

フリーダイヤル 

0120 -333-020 

0120 -222-330 

携帯電話 - PHS- — 部の IP 壁話 

携帯電話 - PHS- — 卽の IP 藍話 

04 白白 -3 1-2 已 11 

04 巨 6-31-2 已 31 

X 取扱説巧皇 ' リモコン等の趕入相談は 
こちらへお巧し啥りせくださし、。 


FAX 供ほ） 0120 -333-389 



上記ま号へ接続を、最巧のガイダンスび流れている間に 

巧〇引 + r#j 

を巧してください。直接、担当窓□へおつなざしまず。 


ソニー株式会社 干 ] 08-0075 ま京都港区港南 1 -7- 1 













►準燃 

付属品を確かめる 

本機をお使いになる前にすベてそろっているか確認 
して < ださい。 

• トランスミッター TMR - IF 240 R 



• 接続コード 

(ピンプラグ A ステレオ S ニプラグ) 


• プラグアダプター 

(ステレオミニジャック〇ステレオ標準プラグ) 


5へッドホンとトランスミッターの充電用接点 
が接触ずるよラにへッドホンをトランスミッ 
ターの上にのせる。 

充電ランプび点灯します（約1別き間後に充電び 
完了し、充電ランプび消灯します)。 



• 充電中はトランス S ッターの電源び自動的に OFF になり 
ます。 

• 本徽ま、安全のため付属の充電式電池 BP - HP 5 日日のみ 
充電できるよラになっています。他の充電式電池を使っ 
てち充電でさませんのでご注意<ださい。 

• 乾電池を入れてを充電されません。 

• 付属の充電式電池 BP - HP 5 日0を他の機器に使用しない 
で<ださい。この電池は本機専用です。 

• 充電は 0° C 〜 4 crc の環境で行ってください。 



• 充電式ニッケル水素電池 



• へツドホン MDR - IF 240 R 


巧電ランプが点灯しない場合は 

ヘッドホンをトランスミッターにのせるときは、左 
ちを確認してください。また、トランスミッターと 
へッドホンの充電用接点び正しく接触しているか、 
へッドホンの位置を確認してください。 

へッドホンをお使いになつたあと再巧電ずるには 

本磯は内蔵タイマーにより充電を完了しますので、 
へッドホンをトランスミッターにのせたままでも充 
電のしすざによって故障することはありません。 



付属の巧電式ニツケルか素電池を 
充電ずる 

へツドホンをトランス S ツターにのせて充電しま 
す。 

1左八ウジング部にある電池のふたを開ける。 



2付属の充電式ニッケル水素電池を入れる。 

付属の充電式電池政外は使巧しないでくださ 
し、。 



3電池のふたを閉じる。 



巧電時間の目まと使用可能時間 


充電時間 

使用可能時間* 1 

約1時間 

約1時間4己分が 

約1別寺間が 

約35時間が 


*11 kHz ,1 mW +1 mW 出力時 

*2 充電されていない状態か5フル充電するのにかかる時間 
*3 周囲の温度や使用状態により、上記の使巧巧能時間と 
異なる場合があります。 

電池び残り少なくなると 

充電式電池び消耗してくると、ヘッドホンの電源ラ 
ンプび暗くなります。早めに充電してください。 

ごま意 

付属の充電式ニッケル水素電池を充分に充電してち、使え 
る時間び通常の半分くらいになったときは、新しし饰電式 
電池と取り換えてください。この充電式電池 BP - HP 5 日日 
は市販されていませんので、お買い上げ店または添付の 
r ソニーごネ目談窓□のご案内」にあるお近くのソニーサービ 
ス窓□へお問い含わせの上、お取り畜せください。 


巧電池（別売り）を使ラとを 

本機は別売りの単4お乾電池でちご使巧になれま 
す。「付属の充電式ニッケル水素電池を充電する」 
の手順1か53と同じ方法で乾電池を本機に入れま 
す。 

乾電池を入れた状態では充電されません。 


乾電池の持続時間 


乾電池の種類 

持続時間* 1 

ソニーアルカリ乾電池 

約60時間* 2 

LR 03/ AM -4( N ) 


ソニーマンガン乾電池 

約2別寺間が 

R 03/ UM -4( NU ) 



*11 kHz ,1 mW +1 mW 出力時 

*2 周囲の温度や使用状態により、上記の持続時間と異な 
る場合びあります。 


4トランスミッターに電源をつなぐ。 


トランス S ッター 



トランス三ッターを設置する 

トランス S ッターの2種類の入力端テは、それぞれ 
専用の入力端テです 。 PHONES IN はへッドホン 
端テに 、 LINE IN は LINE OUT 端子につないで使 
います。 

1トランスミッターを AV 機器につなぐ。 

AV 機器の出力端子の種類に合わせて0または 
I 司を選んでください。 

凸へッドホン端子につなぐ場合 

トランスミッターの PHONES IN 端テにつな 
ぐ。 


トランス S ッター 



ウ オーク マン*、 テレビ、 
ビデオデッキなど 


* ウオークマンはソニー（株）の登録商標です。 

回へッドホン端子 W 巧の出力端子につなぐ場合 

トランスミッターの LINE IN 端テにつなぐ。 


トランス S ッター 



ステレオ、 テレビ、 
ビデオデッキなど 


ご;去富 

お持ちの AV 機器の LINE OUT 端子びステレオミニ 
ジャックのときは、別売りの接続]-ド RK - G 136 を 
使って、トランスミッターの LINE IN 端子につないで 
ください。 AV 機器の LINE OUT 端子とトランスミッ 
夕一の PHONES IN をつなぐと音びルさくなります。 


2トランスミッターを電源につなぐ。 

トランス=ッター 



• PHONES IN 端子を LINE IN 端子と同時に使わないでく 
ださい。両方の端テに2台の A V 機器を同時につなぐ 
と、両方の信号び S ックスされて出力されます。 

• この製品には、付属の AC パワーアダプター（極性統一 
あプラグ- EIAJ 規格）をご使用ください。上記政がの 
AC パワーアダプターを使庙すると、故障の原因になり 
ます。 

極性統一おプラグ 

• 接続コードをイヤホン端子（モノラル S ニジャック）に 
直接つないだ場合は、ちチャンネルの音び出ないことび 
あります。このとをは別売りのプラグアダプター PC - 
23 目 MS (ステレオミニジャック片> モノラルミニプラグ） 
を接続コードとイヤホン端子の間につないでください。 


► 軌，かた 
音青を聞< 

はじめに 

ちの保護のため、へッドホンの音量を下げておいて 
ください。 


1トランスミッターに接続した AV 機器の電源 
を入れる。 

つないだ AV 機器か5音声信号び入力されると卜 
ランス S ッターの電源び自動的に入り、赤外線 
発光部び点好します。ただし、トランスミッ 
ターび充電中のとさは、赤外線発光部は点灯し 
ませんのでごを意<ださい。トランス S ッター 
をヘッドホン端子に接続した場含は、 接続した 
機器のボリュームを、音びひずまない範囲でな 
るべく大きくしてくださし、。 

2へッドホンの電源を入れる。 

材 V ウジング部上の電源ランプび赤色に点打し 
ます。 



3へッドホンをかける。 

ち八ウジング部 （ R ) をちちに、左八ウジング部 
( L ) を左耳に合わせてください。 

4トランスミッターに接続した機器を巧生ず 
る。 

5音量を調節する。 

音量を調節するときに、赤外線受光部を手でお 
おラと S ユート機能が働さ、調節でをない場を 
びあ0ます。その場合は、トランスミッターに 
近づ<か、左側の赤外線受光部をトランス S ッ 
ターに向けて調節してください。 



使い終わった 5 

ヘッドホンをはずしてから、ヘッドホンの電源を切 
0ます。ヘッドホンをトランス S ッターにのせて 
も、へッドホンの電源び自動的に切れます。 


へッドホンをトランスミッターにのせると自動 
的に充電が始まりまず 
ー オートチャージ機能 

ヘッドホンの電源を切らなくてち、ヘッドホンを卜 
ランスミッターにのせるだけで自動的に電源び切 
れ、充電されます。ヘッドホンをかけたり、はずし 
たりしてお使いになるとさ、ヘッドホンの電源を切 
り換える必要びあ0ません。 

雑音が増えると自動的に音び聞こえなくなり 
まず 

—ミュート機能 

赤外線の届く範囲か5離れたり、赤外線びさえぎ5 
れた〇すると、雑音び増え、音げ聞こえにくくなり 
ます。この雑音による耳への負担を減5すため、自 
動的にミュート機能び働き、へッドホンから音び聞 
こえなくな0ます。トランスミッターに近づくか、 
赤外線びさえざ5れないよラにすれば、自動的に 
S ュート状態は解除されます。 

約 5 分攻上音声信号が入力されないと 

トランス S ッターの電源び自動的に切れます。 

ご’;主貴 

トランス S ッターのホが線発光部の巧るさにムラびある場 
合びありますび、ホが線の届く範囲などの性能には影響あ 
りません。 

► その他 

ほ用上のごミ主意 

取り扱いについて 

トランスミッター、ヘッドホンを落としたりぶつけ 
たりなど強いショックをちえないでください。故障 
の原因とな0ます。 

次のよ5な所には置かないでください 

• 直射曰光びあたる所や暖房器具のおくなど温度 
び非常に高い所（なるべく5で〜35むの範囲でご 
使用ください。） 

• 風呂場など、湿気のをい所 

長い間ご使用にな S ないときは 

• ヘッドホンか5充電式電池を取り出しておいて 
<ださい。液をれやさびつさの原因とな0ま 
す。 

• AC パワーアダプターをコンセントか5抜いてお 
し、て < ださい。 


イヤーパッドを交換するには 

イ ヤーパッドは消耗品です。'汚れたり破損した場合 
は、下図を参照して イ ヤーパッドを交換してくださ 
い。このイヤーパッドは市販されていませんので、 
お買い上げ店またはミ泰付の r ソニーご相談窓□のご 
案内」にあるおおくのソニーヴービス窓□へお問い 
合わせの 上、 お取0寄せください。 

1古くなつたイヤーパッドをはずす。 



2イヤーパッドをノ V ウジングの外周に含わせる 
ようにはめ込む。 



が障かな？と思った6 

音が出ない。音がルさい。 

ーヘッドホンの電源を入れてから、ヘッドホンをかけ 
る。 

トランスミッターと AV 機器、 AC パワーアダプター 
との接続、 電源コンセントとの接続を確認する。 

ートランスミッターにつないだ A V 機器の電源び入って 
いるか確認する。 

ートランスミッターを AV 機器のヘッドホン端子につな 
いだ場合は、つないだ機器の音量を上げる。 

ーミュート機能び働いている。 

• トランスミッターとヘッドホンの間に障害物びな 
いか確認する。 

•なるべくトランスミッターの近くでへッドホンを 
使用する。 

• トランスミッターの位置や角度を変える。 

ーヘッドホンの電源ランプび暗い、点滅する、または 
消なしている。 

•充電式電池び消耗しているので充電をする。また 
は乾電池を新しいちのと交換する。それでち電源 
ランプび消灯したままの場をは、ソニーサービス 
窓□にお持ちください。 

-► トランスミッターの PHONES IN 端子を AV 機器の 
LINE OUT 端子につなぐと、音がルさくなります。 
「トランス S ッターを設置する」をご覧になって、卜 
ランスミッターの LINE IN 端子と AV 機器の LINE 
OUT 端子をつないでください。 

音びひずむ。 

トランスミッターを AV 機器のヘッドホン端子につな 
いだ場合は、接続した AV 機器の音量を下げる。 

—►ヘッドホンの電源ランプび暗い、点滅する、または 
消むしている。 

•充電式電池び消耗しているので充電をする。また 
は乾電池を新しいちのと交換する。それでち電源 
ランプび消灯したままの場をは、ソニーサービス 
窓□にお持ちください。 

一 AV 機器のへッドホン端子をトランスミッターの 
LINE IN 端子につないでいる場合、 AV 機器の音量を 
上げると音びひずみます。「トランス S ッターを設置 
する」をご覧になって、 AV 機器のへッドホン端子と 
トランスミッターの PHONES IN 端テをつないでく 
ださい。 

雑音が多い。 

ートランス S ッターの近くでヘッドホンを使巧ずる。 
(トランスミッターから離れるにつれて雑音びをくな 
ります。この現象は赤外線の特性によるちので、故 
障ではありません。） 

ートランスミッターとへッドホンの間に障善物びない 
か確認する。 

一赤外線受光部を手や髪でおおっていないか確認す 
る。 

一直射日光の入る窓際で使っているとをは、カーテン 
やプラインドを閉めて直射日光び当たらないよラに 
する。または、直射日光の当たらない場所で使ラ。 
ートランスミッターの位置や角度を変える。 

トランスミッターを AV 機器のヘッドホン端子につな 
いだ場合は、つないだ機器の音量を上げる。 

—►ヘッドホンの電源ランプび暗い、点ミ威する、または 
消なしている。 

•充電式電池び消耗しているので充電をする。また 
は乾電池を新しいちのと交換する。それでち電源 
ランプび消灯したままの場をは、ソニーサービス 
窓□にお持ちください。 

一すでに本機！;!がのトランス S ッターをお持ちのとを 
は、同時に2台!; Lb のトランスミッターを使ってい 
ないか確認する。 

•本機がのトランス S ッターの電源を切るか、本 
機！;!列のトランスミッターからのホが線び届かな 
い所へ移動する。 

充電できない。 

—►充電ランプび点灯しているか確認する。へッドホン 
びトランス S ッターに正しい位置にのせられている 
か確認する。 

一乾電池び入っている。 

•付属の充電式ニッケル水素電池を入れる。 

■►付属がの充電式ニッケル水素電池び入っている。 

• 付属の充電式ニッケル水素電池を入れる。 


へッドホンをはずす前にトランスミッターから AC パワー 
アダプターをはずすと、雑音び入ることびあります。 



